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委
員　

市
民
病
院
二
期
、
三
期

工
事
の
、
基
本
設
計
と
実
施
設
計

と
の
関
係
は
。

　

担
当
者　

基
本
的
に
は
基
本
設

計
を
生
か
し
て
い
き
ま
す
が
、
今

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
最
上

階
の
三
十
床
病
棟
が
非
常
に
非
効

率
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
周

産
期
医
療
の
関
係
で
五
階
部
分
を

変
更
し
た
い
こ
と
、
三
階
の
大
き

な
講
堂
が
必
要
か
ど
う
か
の
三
点

　

委
員　

親
子
体
験
農
業
実
行
委

　

委
員　

交
際
費
に
つ
い
て
、
各

市
の
市
長
の
動
向
を
み
る
と
廃
止

す
る
動
き
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　

担
当
者　

他
市
と
比
較
し
規
模

も
大
き
く
、
相
対
的
に
み
て
そ
れ

町
田
市
生
活
安
全
条
例　

　

委
員　

地
方
自
治
体
の
条
例
の

あ
り
方
と
し
て
、
理
念
条
例
は
む

し
ろ
否
定
的
で
、
実
効
性
の
あ
る

条
例
を
設
け
る
こ
と
が
現
在
の
流

れ
と
思
う
が
、
今
回
の
条
例
と
の

整
合
性
は
。

　

担
当
者　

生
活
安
全
に
つ
い

て
、
本
条
例
を
出
発
点
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い

き
な
り
実
効
性
の
あ
る
条
例
を
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
は
な
く
、

生
活
安
全
に
対
す
る
行
政
の
姿

勢
、
対
応
の
仕
方
を
明
確
に
し
た

上
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
施
策
を

つ
く
り
生
活
安
全
と
い
う
新
し
い

行
政
分
野
を
つ
く
る
こ
と
も
、
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員　

来
年
の
四
月
に
施
行
で

あ
る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

担
当
者　

七
月
に
、
施
策
的
な

部
分
に
つ
い
て
考
え
て
お
り
、
そ

の
後
、
具
体
的
な
条
例
の
策
定
作

業
に
入
る
予
定
で
す
。
一
二
月
定

例
会
に
は
、
個
別
の
条
例
を
提
案

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
ど
大
き
く
な
い
数
字
と
思
っ
て

い
ま
す
。
前
年
度
、
五
六
〇
万
円

か
ら
、
今
年
度
は
四
五
〇
万
円
と

減
額
し
て
い
ま
す
。

員
会
負
担
金
に
つ
い
て
、
す
ば
ら

し
い
趣
旨
の
事
業
と
認
識
し
て
い

る
。
農
業
委
員
会
で
も
、
参
加
者

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
も
聞
い
て

い
る
が
、
広
報
活
動
は
。
ま
た
、

開
催
場
所
も
広
げ
て
は
ど
う
か
。

　

担
当
者　

募
集
は
市
の
広
報
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
現

在
の
忠
生
公
園
が
市
の
中
央
部
で

あ
り
、
利
便
性
か
ら
、
し
ば
ら
く

は
こ
の
場
所
で
続
け
た
い
。

　

委
員　

移
転
に
伴
う
職
員
体
制

は
。

　

担
当
者　

所
長
を
除
い
て
、
正

規
職
員
六
名
、
保
健
師
と
臨
床
心

理
士
各
一
名
ず
つ
、
そ
れ
以
外
に

育
児
講
座
等
の
開
催
に
対
応
す
る

嘱
託
職
員
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員　

移
行
後
の
藕
絲
館
の
職

員
体
制
は
。

　

担
当
者　

現
在
、
市
の
職
員
二

名
を
業
務
の
円
滑
な
移
行
の
た
め

引
き
続
き
法
人
の
方
で
仕
事
を
し

て
も
ら
う
よ
う
に
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
。
臨
時
職
員
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
新
体
制
の
法
人
の

も
と
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

で
す
。
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儀
式
交
際
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庁
舎
建
設
費

委
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会
運
営
費
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町
田
市
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

町
田
市
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事
業
会
計
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委員会の審査から�
市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願等、各所管事項について�

詳細にわたり審査を行いました。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。�

　

委
員　

公
共
公
益
用
地
に
つ
い

て
、
庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
決
定

さ
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
今

回
の
草
刈
り
委
託
料
を
庁
舎
建
設

費
の
予
算
項
目
に
計
上
す
る
こ
と

は
、
法
律
的
に
財
政
的
項
目
の
解

釈
と
し
て
問
題
は
な
い
か
。

　

担
当
者　

庁
舎
建
設
の
予
定
地

の
一
つ
と
し
て
取
得
し
た
土
地
で

あ
り
、
そ
の
管
理
を
企
画
部
に
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
草
刈
り
委
託
料

は
、
目
的
に
含
ま
れ
る
の
で
、
庁

舎
建
設
費
に
含
め
る
こ
と
に
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員　

藕
絲
館
の
館
生
及
び
新

規
者
の
取
り
扱
い
は
。

　

担
当
者　

館
生
に
つ
い
て
は
、

残
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
支
援

費
制
度
な
の
で
、
申
請
に
基
づ
い

て
そ
の
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
す

る
と
い
う
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
新
規
者
に
つ
い
て
は
、

選
択
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者
と

施
設
と
の
契
約
で
可
能
で
す
。

町
田
大
賀
藕
絲
館
条
例
の

一
部
改
正

　

委
員　

園
生
賃
金
の
積
算
根
拠

は
。

　

担
当
者　

こ
こ
ろ
み
農
園
の
園

生
で
通
所
五
年
以
上
の
一
六
名
に

一
日
一
、
五
〇
〇
円
、
新
人
三
名

を
予
定
し
一
日
一
、
一
〇
〇
円
、

ほ
か
夏
期
手
当
、
冬
季
手
当
、
年

度
末
手
当
、
交
通
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

委
員　

九
月
二
日
以
降
に
誕
生

日
を
迎
え
た
方
の
取
り
扱
い
は
。

　

担
当
者　

長
寿
祝
金
に
つ
い

て
は
九
月
一
日
現
在
、
市
内
に
一

年
以
上
在
住
の
方
と
い
う
条
件
な

の
で
、
九
月
二
日
以
降
に
誕
生
日

を
迎
え
た
方
は
、
次
の
年
に
祝

金
を
お
送
り
し
ま
す
。

町
田
市
長
寿
祝
金
支
給

条
例
の
一
部
改
正

心
身
障
が
い
者
通
所
施
設
費

　

委
員　

民
間
で
建
築
確
認
が
で

　

委
員　

こ
の
経
済
状
況
の
中
で

一
時
事
業
を
凍
結
す
る
な
ど
の
方

法
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　

担
当
者　

区
画
整
理
は
事
業
を

始
め
る
と
、
換
地
処
分
で
終
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
仮
換
地
中
は

現
状
と
登
記
簿
が
一
致
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
仮
換
地
証
明
で
権

利
を
保
証
し
ま
す
が
、
事
業
を
凍

結
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
権
利
関

係
上
非
常
に
問
題
が
多
い
。
法
律

上
も
換
地
処
分
を
も
っ
て
終
わ
る

と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
無
理
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

委
員　

毎
年
、
市
民
の
税
金
が

こ
の
事
業
に
投
入
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

担
当
者　

事
業
そ
の
も
の
は
道

路
が
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
完
成
す
る

な
ど
進
ん
で
お
り
、
問
題
点
も
絞

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
延

ば
す
こ
と
は
事
業
費
を
さ
ら
に
増

や
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
節
約
し
な
が
ら
平
成
一
八

年
度
に
は
完
了
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

き
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
申
請

件
数
、
手
数
料
収
入
が
ど
の
く
ら

い
減
少
し
た
の
か
。

　

担
当
者　

民
間
へ
の
申
請
件
数

は
平
成
一
一
年
度
が
三
件
、
平
成

一
四
年
度
が
三
月
一
七
日
現
在
で

八
四
八
件
で
す
。
市
へ
の
確
認
申

請
は
、
一
一
年
度
が
三
、
六
六
六

件
、
一
四
年
度
が
三
月
一
七
日
現

在
で
二
、
二
二
二
件
と
な
っ
て
お

り
、
民
間
へ
の
申
請
件
数
が
増
加

す
る
の
に
伴
っ
て
、
市
へ
の
申
請

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

委
員　

民
間
が
建
築
確
認
を
下

ろ
す
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き

な
い
の
か
。

　

担
当
者　

民
間
の
場
合
は
事
前

協
議
も
な
い
ま
ま
建
築
確
認
を
下

ろ
す
な
ど
住
民
が
望
ま
な
い
方
向

に
行
く
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
即
座
に
行
政
側
で
把

握
で
き
な
い
な
ど
シ
ス
テ
ム
的
な

問
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。

町
田
都
市
計
画
忠
生
土
地

区
画
整
理
事
業
業
務
委
託

契
約
の
変
更

環
境
衛
生
対
策
費

　

委
員　

現
在
、
緑
ケ
丘
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
四
五
名
の
方
は
、
ど
こ

の
小
学
校
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

担
当
者　

現
在
、
仮
に
旧
緑
ケ

丘
小
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

四
月
か
ら
旧
原
小
学
校
（
本
町
田

小
学
校
）
に
移
り
ま
す
。

町
田
市
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

に
係
わ
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例

　

委
員　

第
八
条
に
五
万
円
以
下

の
過
料
と
あ
る
が
、
罰
則
と
し
て

は
軽
す
ぎ
る
と
思
う
が
。

　

担
当
者　

条
例
が
あ
る
と
こ
ろ

が
品
川
区
、
横
浜
市
な
ど
少
な

く
、
他
の
自
治
体
で
は
、
過
料
ま

で
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

過
料
に
つ
い
て
は
、
五
万
円
の
事

例
が
多
い
の
で
参
考
に
し
ま
し

た
。

　

委
員　

今
後
、
他
の
自
治
体
で

条
例
が
で
き
て
き
て
、
罰
金
な
ど

を
い
れ
る
と
こ
ろ
も
で
て
く
る
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

担
当
者　

現
在
、
国
が
個
人
情

報
の
保
護
法
案
を
今
国
会
に
上
程

す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
形
で
可
決
さ
れ
る
か
と
い

う
見
方
と
あ
わ
せ
て
、
各
自
治
体

も
要
綱
等
で
動
い
て
い
ま
す
が
、

条
例
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
か
ど

う
か
、
市
民
課
長
会
議
の
中
で
も

い
ろ
い
ろ
と
調
整
中
で
す
。

　

委
員　

現
在
は
住
民
票
に
載
っ

て
い
る
範
囲
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
国

か
ら
の
指
導
が
あ
れ
ば
、
こ
の
条

例
で
対
応
で
き
る
の
か
。

　

担
当
者　

こ
の
条
例
は
、
今
、

法
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
二
六
四

事
業
と
し
て
、
国
、
行
政
機
関
が

本
人
確
認
情
報
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
と
、
他
の
市
町
村
で
住
民
票

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
前
提
に
考
え
た
も
の
で
す
。
今

後
、
法
改
正
や
ど
う
い
っ
た
利
用

が
さ
れ
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
時
に
、
必
要
が
あ
れ
ば
改

正
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

担
当
者　

女
性
の
弁
護
士
が
月

二
回
、
第
二
・
第
四
木
曜
日
に
女

性
の
悩
み
ご
と
相
談
、
電
話
相
談

の
中
か
ら
、
本
人
の
希
望
や
弁
護

士
と
相
談
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
判

断
し
た
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
一
人
三
〇
分
で
一
回
に
四

名
、
月
八
名
に
な
り
ま
す
。
内
容

に
よ
っ
て
市
の
市
民
相
談
、
八
王

子
の
法
律
扶
助
協
会
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

委
員　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
の
法
律
相
談
の
内
容
は
。

男
女
平
等
推
進
費

　

委
員　

飼
い
犬
猫
の
避
妊
・
去

勢
手
術
補
助
金
に
つ
い
て
、
今
回

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
か
。

　

担
当
者　

獣
医
師
会
に
所
属
し

て
い
な
い
医
師
で
、
市
と
協
定
を

結
ん
で
い
た
だ
け
る
獣
医
師
に
も

枠
を
広
げ
る
予
定
で
す
。
た
だ

し
、
対
象
頭
数
が
増
え
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
額
を
下

げ
て
い
ま
す
。

建
築
指
導
手
数
料


